
ライフサイエンス業界が直面する問題について豊富な知識を持ち、特に製薬、ライフサイエンス業界が直面する問題について豊富な知識を持ち、特に製薬、ライフサイエンス業界が直面する問題について豊富な知識を持ち、特に製薬、ライフサイエンス業界が直面する問題について豊富な知識を持ち、特に製薬、

化学、バイオテクノロジーに関する問題で、クライアントの知的財産権について化学、バイオテクノロジーに関する問題で、クライアントの知的財産権について化学、バイオテクノロジーに関する問題で、クライアントの知的財産権について化学、バイオテクノロジーに関する問題で、クライアントの知的財産権について

助言し、訴訟時には代理人としてクライアントの特許に関する利益を守る。ライ助言し、訴訟時には代理人としてクライアントの特許に関する利益を守る。ライ助言し、訴訟時には代理人としてクライアントの特許に関する利益を守る。ライ助言し、訴訟時には代理人としてクライアントの特許に関する利益を守る。ライ

フサイエンス業界のイノベーターの重要な財産保護という自らの役割を真剣にフサイエンス業界のイノベーターの重要な財産保護という自らの役割を真剣にフサイエンス業界のイノベーターの重要な財産保護という自らの役割を真剣にフサイエンス業界のイノベーターの重要な財産保護という自らの役割を真剣に

受け止め、それぞれの問題に熱意をもって取り組んでいる。受け止め、それぞれの問題に熱意をもって取り組んでいる。受け止め、それぞれの問題に熱意をもって取り組んでいる。受け止め、それぞれの問題に熱意をもって取り組んでいる。

効果的かつ簡潔なコミュニケーションスキルを通じて、ライフサイエンス企業の

グローバルな知的財産戦略をサポートする。高度に専門化された経験や思慮

深さ、対応力に加え、各人の長所やスキルセット、相互の適合性に細心の注意

を払いながら、案件ごとに的を絞ったチーム編成能力を有する。

医薬品業界に精通しており、脳化学、消化器系、薬物伝達システム、希少疾患

や癌の治療法から医療診断法、バクテリアを用いたバイオ燃料の生成、化学物

質や医薬品の製造プロセスまで、幅広い特許と知的財産の問題を扱う。また、

訴訟前の調査を含め、簡略新薬承認申請（ANDA）案件で約20年の経験を有す

る。

訴訟のあらゆる側面を含め、問題の最初のステップから解決に至るまでアドバ

イスを行う。ディスカバリーや申立て(motion)実務に関連する豊富な経験、およ

び攻撃・防御戦略の策定を得意とする。発明者や専門家など、複雑なテーマや

技術的な証人への対応に精通している。

海外の製薬、化学、バイオテクノロジー企業を担当し、海外のビジネス慣行と米

国特許実務の複雑さを踏まえた上で、クライアントを巧みにナビゲートする。
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